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What happens when rising costs threaten every step of the production process? For many manufacturers in the U.S., 
the answer is often innovation. While some food and beverage producers have struggled to stay afloat amid the ongoing 
economic constraints, other U.S. manufacturers have leveraged these challenges as an opportunity to sharpen their 
competitive edge.  

Sourcing
The rising costs of agricultural inputs such as fertilizers, water, and labor have also pushed many food and beverage 
manufacturers within the U.S. to pivot away from their traditional methods to practices that are more cost-effective and 
sustainable – and regenerative agriculture methods that emphasize both soil health and biodiversity are leading the charge. 

For example, Bluebird Grain Farms, a family-owned company based in Washington State, has already fully integrated 
regenerative practices into its farming operations. With an emphasis on enhancing the health of their soil through crop 
rotation, cover cropping, and reducing tillage to grow organic grains like heirloom wheat and emmer, the company has managed to 
minimize its reliance on synthetic fertilizers while simultaneously producing more nutrient-dense crops.

In addition, the food-upcycling movement has also been gaining traction as of late, enabling U.S. food and beverage 
manufacturers to transform their food byproducts that would typically be discarded as waste into new types of consumable 
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Adapting to Inflation
THROUGH INNOVATION IN FOOD 
AND BEVERAGE MANUFACTURING

食品・飲料製造における
イノベーションによる
インフレへの対応

コストの高騰が製造工程のあらゆる段階に悪影響を及ぼすと何が起こるでしょうか。米国の多くのメーカーにとって、たいて
いその答えはイノベーションです。経済的な制約が続く中で、何とか経営を成り立たせようとしている食品・飲料メーカーもあ
れば、そうした課題を契機として競争力を高めようとしている米国メーカーもあります。

調達
肥料、水、労働力などの農業投入物の高騰も、米国の多くの食
品・飲料メーカーが従来の方法から費用対効果により優れた
持続可能な方法へのシフトを強いられる要因となっています。
また、健全な土壌と生物多様性の両方を重視するリジェネラ
ティブ農業（環境再生型農業）がそうした方法の筆頭に挙げら
れています。

例えば、ワシントン州にある家族経営企業のブルーバード・グ
レイン・ファームズ（Bluebird Grain Farms）は、すでに自社の

農場経営にリジェネラティブ農業を取り入れています。輪作、
被覆栽培、減耕起によって土壌の健全性の強化に重点を置き、
古代小麦やエンマーコムギなどの有機穀物を栽培することで、
合成肥料への依存度を最小限に抑えながら、より栄養密度の
高い作物を生産しています。

さらに、最近では食品のアップサイクルも活発になっており、
米国の食品・飲料メーカーが通常は廃棄物として処理する副
産物を新たな消費財に生まれ変わらせています。
（2ページ目に続く）
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例えば、サンフランシスコに本社を置き、食品アップサイクル技術
と原料のプラットフォームを提供するリグレインド（ReGrained）
は、醸造業者の醸造かすを健康に良い多用途のスナックに変える
ことで、廃棄物排出量を削減しています。リグレインドの最高経
営責任者であるダン・カーズロック（Dan Kurzrock）氏は次のよう
に述べています。「醸造業者の醸造かすから作られる付加価値の高
い原料や商品だけで、数十億ドル規模の市場機会が容易に創出さ
れます。」

製造／加工
インフレの進行も、米国の食品・飲料メーカーの多くが光熱費や人
件費の高騰に対処するために自動化や人工知能（AI）といった新技
術を業務に導入せざるを得ない要因となっています。シュガーク
リ ー ク・ パ ッ キ ン グ・ カ ン パ ニ ー（SugarCreek Packing 
Company）は、ヒューマンマシンインターフェース（HMI）や、監視
制御／データ収集（SCADA）、製造実行システム（MES）、産業用
IoT（IIoT）におけるソリューションを構築するための産業用アプ
リケーションプラットフォームであるIgnitionを活用しています。
このプラットフォームは、大きな影響をもたらすダウンタイム事
象に関する有益でタイムリーな情報を収集するとともに、自社の
操業コストを削減しながら効率を向上させるために導入されてい
ます。

シュガークリーク・パッキング・カンパニーの最高情報責任者で
あるエド・ロッデン（Ed Rodden）氏によると、リアルタイムデー
タにアクセスすることが常に課題となっていましたが、Ignitionを
活用し始めると多くの問題が即座に解決したといいます。同氏は
次のように述べています。「これまで私たちが見ていたのは、いつ
も1日遅れの情報でした。Ignitionを導入してから、極めて実用的
なデータをすぐに入手できるようになり、劇的な変化がもたらさ
れました。」

流通／物流
燃料費と輸送費が増加し続けていることも、米国の多くの食品・飲
料メーカーが物流の方法を見直すきっかけとなっています。多く
の企業が、全体的なコストの削減策として、割り当てられたコンテ
ナスペースを最大限に活用しながら梱包廃棄物を削減できる、バ
ルク輸送方式を活用しています。AIを活用したルート最適化技術
などのイノベーションも、サプライチェーンの効率化や、遅延の抑
制、信頼性のある配送成果の実現に役立ちます。

テラサイクル（TerraCycle）のように持続可能性を重視している企
業は、廃棄物を発生させない革新的な包装ソリューションを開発
し、米国の多くの食品・飲料メーカーが利益を減らしてでも包装工
程の効率化を図れるようにしています。国際的な輸入業者は、そ
うした新たな手法によって、持続可能性に関するグローバルな目
標に沿った、より手頃な価格で環境に配慮したソリューションを
提供できるようになります。

小売価格／消費者価格
小売りレベルでは、インフレは、変化し続ける消費者の期待事項に
応えるための、米国商品のパッケージ方法や価格設定にも影響を
及ぼしています。価格を据え置いたまま内容量を減らすシュリン
クフレーションは、引き続き食品・飲料コストの上昇を抑えるため
の一般的な戦略となっていますが、多くの買い物客がそのことに
気付き始めています。

2024年10月にパデュー大学が実施した最新の消費者食品インサ
イトレポートでは、調査対象となった米国消費者の47%が、スナ
ック、食事、飲料の価格を企業が上げる方がよいと回答しており、
残りの53%が、それらの容量を少なくする方がよいと回答してい
ます。

プライベートブランド商品も、手頃な価格を保ちながら高品質の
代替商品を製造し、自社ブランド商品を拡大するための費用対効
果に優れた方法として、導入する米国小売業者が増えています。

商品開発
コストの高騰が商品開発に及ぼす影響を軽減するため、米国の多
くの食品・飲料メーカーは、費用対効果に優れた代替原料で商品を
改良しています。例えば、デトロイトに本社を置くバンザ
（Banza）は、ひよこ豆を使用し、従来の小麦ベースの商品に代わる、
より栄養価が高く手頃な価格のパスタを生産しています。

軽量でリサイクル可能な包装は、コスト削減に寄与するだけでな
く、環境に配慮している購入者に訴求し、メーカーが持続可能性に
関する目標を達成する上で役立ちます。イリノイ州の新興企業で
あるミルカダミア（Milkadamia）は先頃、包装廃棄物を94%削減し、
重量も85%軽量化した、2Dプリントされたシート状のオーツミル
ク用「フラット・パック（Flat Packs）」を発表しました。この新し
い「プリサイクリング」商品は、生態学的コストも削減します。

今後の見通し
インフレは、米国の食品・飲料業界における製造のあらゆる面に影
響を及ぼしていますが、いくつかの点で従来の戦略からの脱却を
促す要因にもなっています。米国のメーカーは、持続可能な調達、
先進的な製造、戦略的な価格設定、商品開発において、品質を損な
わずに価値を実現する方法を模索しています。

インフレへの対応 続き
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The “better-for-you” movement has gained traction within the U.S. food 
and beverage sector, reflecting a significant shift toward products that offer 
functional benefits and support consumers’ health and wellness goals. 
Small- and mid-sized manufacturers are capitalizing on these trends.

Functional Beverages 
Gut health remains a top priority for health-conscious Americans, a trend 
largely driven by increased awareness of the gut microbiome’s impact on 
overall health and wellbeing – from improving digestion to enhancing 
cognitive function. U.S. manufacturers have catered to this growing 
demand with a wave of “functional” beverages like prebiotic sodas and 
kombuchas packed with extra nutrients.

Health-Ade Kombucha, a mid-sized beverage manufacturer, leveled up 
its functional profile through its Glow Up line of kombuchas fortified 
with natural antioxidants and “gut-healthy acids” as well as probiotics.

Fortified, Superfood-Infused Foods
U.S. food manufacturers have increasingly incorporated essential 
nutrients like vitamins and minerals into their products to help 
consumers fill their nutritional gaps, which is especially important for 
individuals grappling with food allergies and/or dietary restrictions. 

That strategy has created a promising opportunity that American food 
producers, such as Harken Sweets, have harnessed to their advantage. 
The better-for-you candy brand has enjoyed 50% growth since its launch 
in early 2024 – and much of its success can be attributed to its keen 
understanding of the wants and needs of health-conscious consumers. 

After learning that 65% of Americans wanted to increase their intake 
of both superfoods and functional foods in its preliminary round of 
market research, Harken developed candy bars infused with superfoods 
and soluble fiber, another nutrient linked to gut health. By macerating 

its dates, the company was also able to create the first-ever date caramel 
without using milk or butter, which has further increased its appeal with 
the growing number of U.S. consumers. And Harken’s candy bars are 
also low in sugar.

Low-Glycemic and Blood Sugar-Friendly Products 
The rise of GLP-1 medications like Ozempic and Wegovy that are most 
commonly prescribed for weight loss and diabetes management, has 
also influenced consumer behavior – particularly around monitoring 
blood sugar levels. This shift presents significant opportunities for 
manufacturers to develop products catered to consumers taking the drugs. 
These individuals have become increasingly aware of their blood sugar 
levels, increasing demand for food and beverage products that have a low 
glycemic index and can help stabilize blood sugar levels. 

For example, the small beverage company Swoon produces sugar-free 
lemonades and iced teas that are sweetened with monk fruit, making 
them an ideal option for health-conscious consumers who are seeking 
sweet, refreshing drinks that won’t spike their blood sugar levels.

The Better-for-You Boom 
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米国の食品・飲料セクターでは健康志向の動きが活発になっていますが、
このことは、機能性効果を提供し消費者の健康とウェルネスの目標達成
をサポートする商品への顕著なシフトを反映しています。中小規模のメ
ーカーは、このトレンドを生かしています。

機能性飲料
腸の健康は、健康志向の米国人にとって引き続き最優先事項となってい
ます。このトレンドは、消化の改善から認知機能の向上に至るまで、健康
全般とウェルビーイングに対して腸内マイクロバイオームが及ぼす影響
に関する認識の高まりに大きく後押しされています。米国メーカーは、
プレバイオティクス炭酸飲料や、栄養素を加えたコンブチャなどの機能
性飲料で、そうした需要の高まりに対応しています。

中規模飲料メーカーのヘルスエイド・コンブチャ（Health-Ade 
Kombucha）は、天然の抗酸化物質、腸に良い酸、プロバイオティクスを
用いて強化したコンブチャの「グロー・アップ（Glow Up）」ラインを通
じて、機能性商品のレベルアップを図りました。

スーパーフード入り強化食品
消費者が栄養不足を補えるようビタミンやミネラルなどの必須栄養素を
商品に取り入れる米国の食品メーカーが増えています。これは特に、食
物アレルギーや食事制限に対処している人にとって重要な点です。

この戦略は有望な機会を生み出しており、ハーケン・スイーツ（Harken 
Sweets）などの米国の食品メーカーが優位性を享受しています。健康志
向のチョコレートバーブランドであるハーケン・スイーツは、2024年に
商品を発売してから50%の成長を遂げています。その成功の大部分は、
健康志向の消費者のニーズを十分に理解していることに起因しています。

米国人の65%がスーパーフードと機能性食品の摂取量を増やしたいと
考えていることを市場予備調査で把握したハーケン・スイーツは、スーパ
ーフードと腸の健康に関係するもう一つの栄養素である水溶性食物繊維

を配合したチョコレートバーを開発しました。また、デーツを漬け込む
ことで、牛乳もバターも使用していない初のデーツキャラメルの開発に
成功し、増え続ける米国消費者への訴求力が高まりました。なお、同社の
チョコレートバーは低糖質でもあります。

低GIで血糖値に配慮した商品
減量や糖尿病を管理するために最もよく処方される「オゼンピック
（Ozempic）」や「ウゴービ（Wegovy）」などのGLP-1受容体作動薬（肥満
症治療薬）が現れたことも、消費者行動（特に血糖値のモニタリング）に影
響を及ぼしています。こうした変化は、それらの薬を服用する消費者を
対象とした商品を開発する大きな機会をメーカーにもたらしています。
それらの消費者は、ますます血糖値を意識するようになっており、グライ
セミックインデックス（GI）が低く血糖値を安定させる食品・飲料商品に
対する需要が高まっています。

例えば、小規模飲料企業であるスウォーン（Swoon）は、モンクフルーツ
で甘みをつけた砂糖不使用のレモネードやアイスティーを生産しており、
血糖値を急上昇させない甘い清涼飲料を求めている健康志向の消費者に
とって理想的な商品となっています。

健康志向ブーム

米国中西部・北東部の特徴
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アグロプール（Agropur Inc.）

ウィスコンシン州アップルトン

1938年に創業したアグロプールは、世界で上位20社に入る乳製品メーカーです。
米国のチーズ工場では毎年、当社のウィスコンシン州マスターチーズメーカーの
指導の下、受賞実績を誇る一貫して高品質のチーズを10億ポンド以上生産してい
ます。当社のチーズは、世界的に権威のある複数のコンテストで定期的に最上位
の賞を獲得しています。20種以上の生産能力を備えたチーズ工場では、モッツァ
レラ、プロヴォローネ、チェダー、フェタを専門に手掛けています。当社は、国
際的な支援を得ながら、米国全土にSQF認証を取得済みの7つの工場を置いてい
ます。「Exceptional Cheese. Expert Solutions.（卓越したチーズ、専門的なソリ
ューション）」がモットーです。agropur.com/us/cheese | agropur.com/us

クロワ・バレー・フーズ（Croix Valley Foods）

ウィスコンシン州ハドソン

クロワ・バレー・フーズなら、お客様が求める、他にはないバーベキューフレー
バーがきっと見つかります。当社は、フルーツをベースにしたバーベキューソー
スから、メンフィスやセントルイスなどの地域の定番に至るまで、あらゆるバー
ベキュースタイルを網羅した独自のバーベキューフレーバーを提供しています。
2009年に創業した当社は、世界で最も急速に成長を遂げたバーベキューソースと
ラブを提供する企業の一つとなりました。そうした成功を受けて、当社の商品は
現在、米国、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、オランダ、ベルギー、
イタリア、チェコ、日本などの小売店で販売されています。小売りパートナーは、
当社の幅広い品ぞろえと際立つフレーバーによって得意先の基盤が築かれ、年々
リピート顧客が増えていることを実感しています。ウィスコンシン州ハドソンで
製造している当社の商品は、100%天然で、グルテンフリーかつグルタミン酸ナ
トリウム（MSG）不使用です。世界中のフードスポーツ競技参加者に支持され、
選ばれる商品となっています。サンプルをご希望の方はご連絡ください。きっと
気に入っていただけるはずです！

ボイズ・カーディナル・ホロウ・ワイナリー 
（Boyds Cardinal Hollow Winery）

ペンシルベニア州ノースウェルス

「ウイスキー・ミード（Whiskey Mead）」は、100%ペンシルベニア州産のワイ
ルドフラワーハニーを、ケンタッキー州製の古いウイスキーバレルで1年以上発
酵させた商品です。複数の賞を獲得しており、ウイスキーのような香り、ハチミ
ツの味わい、たるの風味を楽しめます。3%の残留糖で仕上げているためセミス
イートで、アルコール度数は12～14%です。おいしいミード（蜂蜜酒）をぜひお
試しください！

チーズウィッチ・ファクトリー（Cheesewich Factory）

イリノイ州ラグレーンジ

チーズウィッチ・ファクトリーの商品は、高タンパクかつケトフレンドリーで、子
どもにも大人にも適した、持ち運びに便利なスナックで、冷蔵ショーケースで販
売されています。当社は家族経営企業で、あらゆるシーンに対応する便利で栄養
豊富な商品を幅広く提供しています。利便性、品質、栄養を優先し、おいしさに
妥協することなく、ヘルシーな低炭水化物商品を求める消費者に訴求しています。
当社の商品は、多忙なプロフェッショナルやフィットネス愛好家の間で人気があ
ります。定番の「チーズウィッチ（Cheesewich）」の他にも、チーズと肉をさま
ざまな組み合わせで提供する商品ラインや、タンパク質が豊富なスナックも提供
しています。当社は、変化し続ける消費者の嗜好に応える革新的で高品質な食品
の提供に尽力しています。

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

http://www.foodexport.org
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デイリーランド・マネジメント 
（Dairyland Management LLC）

ウィスコンシン州ウォーソー

デイリーランド・ジンセン（Dairyland Ginseng）は、最高水準の品質と持続可能
性を大切にする地元の栽培農家から、ウィスコンシン州産の最高級の高麗人参を
調達して提供している、信頼できる企業です。40年以上の経験を有する当社は、
口当たりが良く、ほのかに甘い風味と優れた健康効果で有名な、本物のアメリカ
ニンジンを供給していることに誇りを持っています。

丸ごと、スライス、カプセル、パウダー、植え付け用種子など、幅広い商品を提
供しており、世界中の料理業界、ウェルネス業界、輸出市場に対応しています。ウ
ィスコンシン州の熟練農家と提携し、ウィスコンシン州産高麗人参を世界標準に
している長年の伝統と絶対的な品質をすべての商品に反映させています。

デイリーランド・ジンセンは、目利きの顧客のニーズを満たす、倫理的に調達さ
れた上質な商品の提供に努めています。世界中の料理にも、日々のウェルネスの
ためにも、高品質のアメリカニンジンを提供している信頼できるパートナーです。
信頼性の高い品質をすべての商品で確かめてみてください。

ゴッドシャルズ・クオリティー・ミーツ 
（Godshall’s Quality Meats）

ペンシルベニア州テルフォード

ゴッドシャルズ・クオリティー・ミーツは、鶏肉、牛肉、豚肉などのベーコンを
中心とした高級燻製肉を専門として手掛けています。また、ソーセージ、ハム、デ
リミート、ハラール認証を取得済みの商品なども幅広く取り扱っています。2カ
所の工場は、USDA認証とSQFレベル3認証を取得しており、お客様のニーズに
合わせたさまざまな加工肉の生産が可能です。当社の商品はすべて、米国産の高
品質な肉を使用しており、本物のまきを用いて本格的な燻製に仕上げています。小
売り、フードサービス、スナック、スペシャルティ／グルメ、プライベートブラ
ンド、天然／オーガニックなど、複数の市場セグメントに商品を提供しています。

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

ザ・フリーモント・カンパニー 
（The Fremont Company）

オハイオ州フリーモント

ザ・フリーモント・カンパニーは、業界をリードする米国のケチャップおよびバ
ーベキューソースのメーカーです。当社の高級プライベートブランドまたはブラ
ンド調味料には、カリフォルニア州産のトマトを使用しており、人工の原料は一
切使用していません。

ザ・フリーモント・カンパニーの新商品は、世界一のバーベキューソースブラン
ド「スイート・ベビー・レイズ（Sweet Baby Ray’s®）」の品質、味わい、見た目
に引けを取らないバーベキューソースです。ニールセン（Nielsen）によると、同
ブランドは米国で購入されるバーベキューソースの46%を占めています。当社の
新商品のバーベキューソースは、「オリジナル（Original）」、「ヒッコリー（Hickory）」、
「ハニー（Honey）」という人気の3種類のフレーバーで展開しています。

ザ・フリーモント・カンパニーは、国際ビジネスの独特なニーズを満たす専門知
識を有し、受賞実績を誇る輸出業者であり、85カ国以上で商品を販売しています。
当社のブランドでも貴社のブランドでも、貴社のお客様に好まれる商品で売上向
上を実現します。「スイート・ベビー・レイズ」はケンズ・フーズ（Ken’s Foods, 
Inc.）の登録商標であり、当社が生産している商品ではありません。

ボンガーズ・クリーマリーズ（Bongards’ Creameries）

ミネソタ州チャナッセン

ボンガーズ・クリーマリーズは、1908年にミネソタ州で設立された、農家所有の
協同組合です。1世紀以上にわたる酪農の専門知識を持つ、垂直統合型の世界的
なチーズサプライヤーとして、毎年数億ポンドのナチュラルチーズ、プロセスチ
ーズ、ホエイを生産しています。当組合の商品は、世界的大手のフードサービス
事業者、食品メーカー、フードサービス流通業者の多くに選ばれています。「ボン
ガーズ・プロセス・チーズ（Bongards Process Cheese）」は、濃厚でクリーミ
ーなナチュラルチーズを使用し、スライス、ローフ、シュレッドで販売していま
す。フレーバーは、アメリカン、スイス、ハラペーニョ、モッツァレラなどを取
りそろえており、個別のニーズに合わせてスライスやパックサイズ提供していま
す。詳しくは、www.Bongards.comをご覧ください。

http://www.foodexport.org
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グローセリーズUSA（Groceries USA）

ニューヨーク州ニューヨーク

「マシュマロ・フラフ（Marshmallow Fluff）」は、他にはないユニークなオリジナ
ルのアメリカンスプレッドです。ふわっと軽い独特の食感は、サンドイッチのス
プレッド、トッピング、お菓子作りの材料にぴったりです。「マシュマロ・フラ
フ」が生産されているマサチューセッツ州の公式サンドイッチ「フラッファーナ
ッター（Fluffernutter）」は、「マシュマロ・フラフ」とピーナツバターを使用し
ており、1世紀近くにわたって米国の家庭の定番となっています。

「マシュマロ・フラフ」ブランドは、食品マーケティング分野で成功を維持してい
ることから、タイムズ（Times）やニューズウィーク（Newsweek）などのさま
ざまな日刊紙や全国誌で取り上げられています。また、米国の宇宙飛行士たちに
よって国際宇宙ステーションに2度も持ち込まれました。

7.5オンスのPET容器入りの「マシュマロ・フラフ」は、1929年からマサチュー
セッツ州リンにある工場で製造されています（ただし、「マシュマロ・フラフ」が
誕生したのは1917年です）。「マシュマロ・フラフ」の成功の秘訣は、この商品を
食べて育った幅広い世代で構成される顧客基盤の大きさです。時代を超えて生き
残ってきた企業として、成功の業界基準を打ち立てています。

アイスクリーム・ファクトリー（Ice Cream Factory）

ミズーリ州レバノン

アイスクリーム・ファクトリーは、ミズーリ州の家族経営企業で、5年以上にわ
たって上質な高級アイスクリームを提供し、幸せを広めています。最高級の原料
を使用し、自社ベーカリーのおいしい焼き菓子と一緒に手作りしています。16の
フレーバーを展開しており、人工着色料、人工香料、人工安定剤、ブドウ糖果糖
液糖は一切使用していません。

当社のアイスクリームは、34州の4,000カ所以上で販売されています。また、個
人のおやつ用だけでなく、米国全土の卸売り、提携製造、プライベートブランド、
小売りセクターといった業務用向けにも生産しています。

詳しくは、当社のウェブサイト（icecreamfactoryco.com）をご覧ください。

ウィッドマーズ・チーズ・セラーズ 
（Widmer’s Cheese Cellars）

ウィスコンシン州テレサ

受賞実績を誇るおいしいチーズなどの農場直送乳製品の生産において、ウィスコ
ンシン州に勝る場所はありません。ウィッドマーズ・チーズ・セラーズは、90年
以上前の1922年にスイスからの移民によって創業され、米国でチーズ製造が盛ん
な地域の中心地に拠点を置いています。「近道はせず、最高のものしか受け入れな
い」というのがウィッドマーのモットーです。チーズ作りに対するそうした姿勢
が、ウィッドマー家の4代目に受け継がれています。

ウィドマーズ・チーズ・セラーズは、欧州とウィスコンシン州のチーズ製造者が
代々受け継いできた製造技術を採用しており、世界最高級クラスのブリックチー
ズ、チェダーチーズ、コルビーチーズを丁寧に製造しています。乳製品の伝統、文
化、誇りに深く根差しており、伝統的なチーズ作りと乳製品製造においては他社
に引けを取りません。現在は、認定マスターチーズメーカーである3代目のジョ
ー・ウィッドマー（Joe Widmer）の下でチーズを手作りしています。
https://www.widmerscheese.com/

ニュートラ・フード・イングリーディエンツ 
（Nutra Food Ingredients LLC）

ミシガン州ケントウッド

世界初の「コラーゲン・コーヒー（COLLAGEN COFFEE）」は、「オリジナル
（Original）」、「モカ・ヘーゼルナッツ（Mocha Hazelnut）」、「ソルテッド・キャ
ラメル（Salted Caramel）」、「チャイ・ラテ（Chai Latte）」に、「パンプキン・ス
パイス（Pumpkin Spice）」や「ペパーミント・モカ（Peppermint Mocha）」と
いう季節の人気商品を加えた、6つのぜいたくなフレーバーで展開しています。「コ
ラーゲン・コーヒー」の各ブレンドでは、グラスフェッド牛から採取した最高品
質の加水分解コラーゲンペプチドを11g（1杯当たり）バランス良く配合し、本物
のコーヒーにMCTを添加して、軽さとクリーミーさを実現させています。砂糖不
使用、乳製品不使用、ホルモン剤不使用、ケトフレンドリー、パレオフレンドリ
ーの商品です。お湯を加えるだけで、モーニングルーティンで必要な活力と幸福
感を得られます。2倍の濃さで使用して、クリーミーでほのかに甘く、すっきり
としたアイスコーヒーを作ることもでき、どんどん飲みたくなります。「コラーゲ
ン・コーヒー」は、アイスクリーム、ソース、クリーマー、クッキー、ケーキな
どにも使用でき、用途は無限大です！
www.nutracollagen.com

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。
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オレンジ・チーズ・カンパニー 
（Orange Cheese Company）

コネチカット州ウッドブリッジ

オレンジ・チーズ・カンパニーが手掛ける「オラライフ（Oralife）」ブランドは、
お子さまから大人まで一日中いつでも楽しめる、さまざまな小売りサイズの商品
を提供しています。「オラライフ」は、人生は素晴らしく、チーズがあればより良
い人生になると信じています。「オラライフ」は、品質と味わいにこだわって厳選
された、ナチュラルで新鮮なおいしいチーズを各種取りそろえています。おいし
いチーズが人生にもたらすものをぜひ探求してみてください。

レイチェル・フーズ（Reichel Foods, Inc.）

ミネソタ州ロチェスター

生鮮食品スナック業界をリードするイノベーターであるレイチェル・フーズは、
「ディッピン・スティックス（Dippin’ Stix）」と「プロ2スナックス（PRO2snax）」
を開発しました。「ディッピン・スティックス」は、サクサクのリンゴのスライス
にキャラメルとピーナツバターを組み合わせた、新鮮ですぐに食べられるスナッ
クで、風味豊かなスナック体験を楽しめます。食べ切りパックなので、忙しいラ
イフスタイルに便利で、外出先でも素早く栄養補給ができます。「プロ2スナック
ス」は、高級食材を使用し、チーズ、ナッツ、固ゆで卵などのタンパク質たっぷ
りの組み合わせで利便性をさらに高め、日常生活でもワークアウトの後でもバラ
ンスの取れた満足感のあるスナックとして取り入れられます。当社は、品質、利
便性、イノベーションにこだわり、健康的な食生活を手軽に実現できる、忙しい
現代にぴったりのスナックを提供しています。

パイン・リバー・プレパック（Pine River Pre-Pack, Inc.）

ウィスコンシン州ニュートン

ウィスコンシン州に本社を置くパイン・リバー・プレパックは、昔ながらのコー
ルドパックされたチーズスプレッド、保存料無添加の上質なチーズスプレッド、常
温保存可能なグルメスナックスプレッドの3つの商品ラインを展開している、グ
ルメチーズスプレッドのメーカーです。米国の酪農地帯から調達した最高級の原
料のみを使用したチーズスプレッドは、世界で最も多くの賞を獲得しています。20
種以上のフレーバーを展開しており、2.5オンスの食べ切りサイズ、8オンスの標
準的な小売り用、5ポンドのフードサービス用、30ポンドの業務用のサイズを取
りそろえています。それらの商品は、カスタム製造とプライベートブランドに特
化した、SQF認証を取得済みの最先端の工場で生産されており、どのような商品
ラインにも対応できます。

ロラン・オイルズ（LorAnn Oils, Inc.）

ミシガン州ランシング

ロラン・オイルズの「ベーカリー・エマルション（Bakery Emulsions）」は、20
種以上の商品をさまざまサイズで展開しています。世界中のプロのパン職人、製
菓職人、食品メーカー向けの水性エマルションは、高温で焼いても、従来のエッ
センスよりも一貫性のあるしっかりとしたフレーバーを実現します。「アーモンド
（Almond）」や「レモン（Lemon）」のように時代を超えて愛されているフレーバ
ーから、「レッド・ベルベット（Red Velvet）」や「プリンセス・ケーキ（Princess 
Cake）」のような独創的なフレーバーに至るまで、あらゆるレシピや嗜好に合う
商品を提供しています。

ロラン・オイルズは、1962年の創業以来、信頼できるブランドとして品質とイノ
ベーションにこだわってきた家族経営企業です。グルテンフリー商品やコーシャ
認証を取得済みの商品も扱っており、レストランや家庭のキッチンで創造力を発
揮できるよう、香料と調理用エッセンスを提供しています。

自作の料理を変革する準備はできていますか？　当社の「ベーカリー・エマルシ
ョン」とその他の高級原料については、www.lorannoils.comをご覧ください。
一口ごとに優れたフレーバーをお届けします！

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

ウィー・アー・ワンダフリー・メイド 
（We Are Wonderfully Made）

ニュージャージー州メタチェン

ウィー・アー・ワンダフリー・メイド（WAWM®）は、おいしくてヘルシーかつ
高品質な独自のホットソースを提供しています。非遺伝子組換え作物、ビーガン
対応、グルテンフリー、低ナトリウムの原料のみを使用したトリニダードのレシ
ピをお客様にお届けしています。夫婦のイマンとライアンが創業し、トリニダー
ド・トバゴのおいしい味を世界に紹介する中、イマンは健康を重視した用途の広
いホットソースを提供する必要性を感じていました。WAWM®のソースは、トッ
ピング、ディップ、調味料、マリネ、お気に入りのスパイシーな飲み物など、あ
らゆる用途に使用できます。WAWM®は、利益還元プログラムを取り入れており、
売上高の一部をアンドレアス財団に寄付し、流産と死産についての啓発に寄与し
ています。詳しくは、wawmsauce.comをご覧ください。
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Beans are gaining popularity as a plant-based 

source of protein and fiber that supports gut health 

and reduces the risk of obesity, colon cancer, and 

heart disease. Some expect beans to become a top meat 

alternative for many Americans due to their low cost and long 

shelf life. 

Industry experts have noted that yogurt remains 

popular due to growing consumer interest in gut 

health. However, they emphasize the need for brands to 

develop innovative, portable, and health-focused products to 

remain competitive within the sector. 

Patients on GLP-1 drugs have reportedly lost interest in 

ultra-processed foods that contain colorings, bleaching 

agents, or artificial sweeteners, posing a potential threat 

to “junk food” manufacturers. “The whole field is still a little 

stunned,” said Ashley Gearhardt, a researcher and professor at 

the University of Michigan, reported The New York Times. 

Increased screen time has inspired a shift toward 

quick, energy-boosting snacks as consumers juggle 

more activities and spend less time preparing meals. 

According to a recent report by Circana, the average 

American gets over seven hours of screen time daily, reported 

Supermarket Perimeter. 

Nestlé U.S. predicts the top 2025 F&B trends will 

include “accessible experimentation,” wellness-

focused functional foods, and extreme convenience. 

These trends reflect growing consumer desires for quick, 

healthy, and affordable food. 

A recent Yelp Trends Tracker report found that searches 
for “coffee omakase” rose 5,173% between Sept. 2023 
and Sept. 2024. Loosely translates to “I leave it up to you,” 

omakase is a curated and intimate experience with a barista.

Sweet brews and better-for-you beverages are among 
the top beer trends predicted for 2025, according to 

a recent report. Popular with younger generations, it’s like 

combining dessert with alcohol consumption.  

Hot honey, mushrooms, and Asian cuisine, particularly 
Korean and Vietnamese, are among the top restaurant 
trends identified in the National Restaurant Association’s 

2025 “What’s Hot” report. Cold brew, hyper-local beer & wine, 

and creative spritzes also made the list. 

U.S. small towns have seen a recent surge in coffee 
shops, which has largely been fueled by the rising 
popularity of iced, sugary drinks with Gen Z and 
Millennials. This shift has resulted in more drive-thru 

locations and social media-friendly drink options.

Brown butter is the top dairy flavor profile to watch 
next year, according to Edlong’s “Top 10 Dairy Flavor 

Profiles for 2025” report. The flavor is especially popular with 

Millennial and Gen Z consumers due to its rich taste and 

versatility in both sweet and savory pairings. 
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腸の健康をサポートし、肥満、大腸がん、心臓病のリスクを
軽減する、タンパク質と食物繊維の植物性供給源として豆
類が人気
豆類は、低価格で保存期間が長いことから、多くの米国人に
とって肉の代替品としてトップの食品になることが期待さ
れています。

業界専門家の指摘によると、消費者における腸の健康への
関心の高まりからヨーグルトが依然として人気
一方で、このセクターで競争力を維持するには、革新的で、
健康を重視した、持ち運びに便利な商品を各ブランドが開
発する必要性があると専門家は強調しています。

GLP-1受容体作動薬（肥満症治療薬）を服用している患者
は、着色料、漂白剤、人工甘味料が添加された超加工食品
への関心を失っていると報じられており、ジャンクフードメ
ーカーが潜在的なリスクに直面
ニューヨーク・タイムズ（The New York Times）によると、
ミシガン大学の研究者兼教授であるアシュリー・ギアハー
ト（Ashley Gearhardt）氏は、「この分野全体がまだ少し衝
撃を受けています」と述べています。

消費者がこなす活動が増え、食事の準備に費やす時間が
減る中、スクリーンタイムの増加が手軽にエネルギーを補
給できるスナックへのシフトを助長
スーパーマーケット・ペリメーター（Supermarket Perimeter）
によると、サカーナ（Circana）の最近のレポートで、平均的
な米国人のスクリーンタイムが1日に7時間を超えている
ことが分かりました。

ネスレUSA（Nestlé USA）による2025年の食品・飲料の
トレンド予測で、利用しやすい実験、ウェルネスに特化した
機能性食品、究極の利便性などが上位に
これらのトレンドには、手頃な価格で手軽に食べられる健
康に良い食品を求める消費者ニーズの高まりが反映され
ています。

最近のイェルプ・トレンド・トラッカーのレポートによると、
「coffee omakase（コーヒーお任せ）」の検索が2023
年9月から2024年9月にかけて5,173%増加
「omakase（お任せ）」は、バリスタとの親密なキュレーショ
ン体験を意味しています。

2025年のビールのトレンド予測で、甘いビールと健康志
向飲料が上位に
最近のレポートによると、デザートと一緒にアルコール飲
料を飲むことなどが若い世代に人気です。

ホットハニー、マッシュルーム、韓国料理やベトナム料理を
はじめとするアジア料理が、レストランのトレンドの上位に
これらのトレンドは、全米飲食店協会（National Restaurant 
Association）の2025年版レポート「What’s Hot」で明らか
になりました。コールドブリュー、地元密着型のビールと
ワイン、独創的なスピリッツもトレンドとして挙げられて
います。

Z世代とミレニアル世代の間で甘くて冷たい飲料の人気が
高まっており、米国の小さな町でコーヒーショップが急増中
こうした変化により、ドライブスルーの店舗やソーシャル
メディアで映える飲料が増加しています。

来年の注目すべき乳製品フレーバーのトップは
ブラウンバター
エドロング（Edlong）のレポート「Top 10 Dairy Flavor Profiles 
for 2025」によると、ブラウンバターフレーバーは、濃厚な味
わいで、甘いものにもしょっぱいものにも合うことから、特
にミレニアル世代とZ世代の消費者に人気があります。

ニュース短信


